
図1　森林に設置された観測タワー

図２　日本各地の森林のCO2吸収量

（炭素トン/ha/年）
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図３　台風被害を受けた森林のCO2吸収量の実測値（●）と予測値（○）

虫害により葉がなくなったブナ林（岩手県安比高原） 台風により被害を受けた落葉広葉樹林（北海道札幌）
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